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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 1 1 教育委員会費 293 万 6 254 万 5 354～357 

【教育総務課】 

○教育委員会 

定例教育委員会を１２回、臨時教育委員会を２回開催した。定例教育委員会のうち７回は、

傍聴者に配慮して公民館等で開催した。（有明総合文化会館１回、杉谷公民館５回、白山公

民館１回） 

  

【議案審議の状況】                       

区  分 
教育委員会開催回数 

議案原案可決 
定 例 会 臨 時 会 

件  数 １２ ２ ５５ 

 

 

＜定例教育委員会＞ 

 

教育委員の自己研鑽として、研修会への参加及び先進地への視察研修を行った。 

・長崎県市町村教育委員会連絡協議会主催の研修会（大村市）に参加し、また、１１月６日

に長崎県市町村新任教育委員研修会を、１１月７日に長崎県市町村教育委員会研究大会を

島原市で開催し、分科会ごとのテーマに沿って各市町教育委員と意見交換を行った。 

・平成２８年１月「学力向上」をテーマに沖縄県那覇市教育委員会と那覇市立仲井真小学校

の先進地視察を行った。 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 1 2 事務局費 3 億 7,288 万 9 3 億 6,315 万 0 356～363 

【学校教育課】 

○北村西望賞教育美術展  73 万 7 千円 

  名誉市民故北村西望氏を顕彰し、市内小・中学校児童生徒の美術教育振興に資するため、

北村西望賞教育美術展（第３７回目）を開催した。 

・平面の部及び立体の部 出品数２４９点 

・北村西望賞  ６人 

・奨励賞   １８人 

 

○小・中学校学力向上対策事業  330 万 9 千円 

  全国学力・学習状況調査及び県学力調査に加え、学力の新たな検証軸として市独自の学力

調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状況を把握・分析し、学力向上に向けて

の取組の一層の充実を図ったり、習熟度に応じた個別対応を図ったりするために実施した。 

  また、教職員の授業力改善を図るために教育講演会、先進地視察を実施した。  

成果として、下記の事項があげられる。 

  ・全国学力・学習状況調査及び県学力調査の前学年において市学力調査を実施したことで、

市全体また学校別の学力の定着状況、課題を把握することができた。 

・小学校算数Ａが２年連続全国平均を上回った。算数Ａを含め８項目中５項目で全国平均

との差が縮まった。 

・明確になった課題の改善に向けて、個に応じた学習に取り組むことができた。 

・授業改善のための先進地の取組を知ることができた。 

 

具体的実践事項 

  ・市学力調査実施 

    小２～小４・中１…国語、算数、数学  

  ・問題データベースの導入 

    小学校…国語・算数 

    中学校…国語・数学  

  ・島原市教育講演会への講師招聘 

    秋田大学教育文化学部 教授 阿部 昇 氏 

  ・先進地視察 

    秋田県東成瀬村立東成瀬小学校・中学校…指導主事、校長、教務主任各１人 

     

○外国語指導助手招致事業  1705 万 5千円 

現代社会の国際化に対応できる児童・生徒の育成を目的に、外国語指導助手を招致し、 

中学校では週に２～３回、小学校では週に１回程度外国語指導助手との授業を実施した。  

小学校においては英語への興味・関心が高まり、中学校においては積極的にコミュニケー  

ションを図ろうとする態度が育った。 
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・外国語指導助手 ４人 

氏 名 母 国 任  期 

Blanchet  Mathieu（ブランシェット マシュー）  カナダ 2015.10.15～2016.8.2 

Springer Ashley（スプリンガー アシュリー） U.S.A. 2015.8.20～2016.8.2 

Messer Tiffany（メッサー ティファニー） U.S.A. 2015.7.27～2016.7.26 

Elliott Chase（エリオット チェイス） U.S.A. 2015.8. 3～2016.8.2 

 

○中学生海外訪問交流事業  316 万 7千円 

   将来の島原市を担う心身ともにたくましい人材の育成を目指し、本市中学生に、夏季休業中 

を活用した海外の教育関係施設の見学及び現地中学生との交流活動を体験させ、国際的視野の

拡大と国際親善に努める素地を培うことを目的とし、英語圏であり、学力では世界のトップク

ラスである香港を訪問地とした。参加者は１２人の市内中学３年生で、経費の一部には参加生

徒の保護者負担（３万円×１２人）、長崎県市町村振興協会の国際交流支援事業補助金（１８

７万８千円）を活用した。訪問した生徒は、本事業を自身の今後の目標や進路に生かしていく

ことを述べている。 

 

・ 活動状況 

 

  

期  日 内   容 

７月 ３日（金） 第１回事前研修会 

７月１６日（木） 第２回事前研修会 

７月２３日（木） 第３回事前研修会 

７月２４日（金） 出発式 

７月２８日（火） 

～ 

８月 １日（土） 

 

香港滞在 

 香港ジオパーク学習・見学・交流、企業訪問(ヤクルト)、 

香港日本人学校大埔校訪問・見学、香港日本人学校中学部訪

問・交流、ビクトリアパーク・レパルスベイ、スタンレーン

マーケット、黄大仙、市内見学など 

８月２５日（火） 報告会 
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【学校教育課】 

○不登校児童生徒適応指導事業  208 万円 

  心理的又は情緒的理由により登校できない状況にある児童生徒に対し、個別や小集団での 

相談・指導を行いながら、学校への復帰を目指し、集団生活に適応する力を育てる。 

 ・心理的又は情緒的理由により、登校できない状態にある児童生徒に対して、学校への復帰 

や適応指導教室での学習の援助を行った。 

・適応指導教室「ひまわり教室」  島原市北門町１３０番地 

相談員数 ２人 

 開 室 日 毎週月曜日から金曜日までの週５日 

 開室時間 午前９時３０分～午後３時３０分 

 活動内容 ①児童生徒に対する支援  ②保護者への支援  ③在籍校への支援 

  

・平成２７年度小中別不登校児童生徒数              （単位：人） 

区  分 男子 女子 計 

不登校児童生徒 
小学校        ０         ６         ６ 

中学校       １６       １２       ２８ 

 計 １６ １８ ３４ 

ひまわり教室通級者数 
小学校 ０ ０ ０ 

中学校 ３ ２ ５ 

 計 ３ ２ ５ 

         

・不登校児童生徒数の推移 

区  分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

小学校 人数（人） ４ ４ ４ ７ ２ ６ 

割合（％） ０．１５ ０．１５ ０．１５ ０．２８ ０．０８ ０．２５ 

中学校 人数（人） ２４ ２３ １５ ２５ ２９ ２８ 

割合（％） １．６５ １．６９ １．０６ １．７８ ２．０５ ２．１７ 

人数計（人） ２８ ２７ １９ ３２ ３１ ３４ 

（不登校とは、外傷病気等ではなく年間３０日以上欠席があったもの） 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 2 1 学校管理費 1 億 3,849 万 8 1 億 2,760 万 4 362～367 

【教育総務課】 

 

○各種施設管理委託料  1,916 万 9 千円 

 校舎監視業務委託をはじめ、各種法定管理委託業務等により、施設の維持管理と安全の   

確保に努めた。 

 

○学校管理備品購入費  725 万 2 千円 

 児童用机・イスほか器具整備に努め、学校教育のよりよい環境づくりに努めた。 

備品購入費内訳 

品目 学校名 金額（円） 

児童用机・イス 一小・三小・高野小 2,331,180 

行事用備品 一小・三会小 504,360 

学校家具類 一小・二小・三小・四小・三

会小・湯江小 

1,558,440 

ポスタープリンター 五小 367,200 

パソコン 二小 184,680 

学校図書システム 四小、三会小 916,920 

朝礼台 三会小 120,960 

その他 － 1,267,944 

 

○育友会補助金  203 万円 

 各小学校育友会、ＰＴＡに対し補助金を交付した。 

２０，５００円×１１月×９校＝２，０２９，５００円 

 

○校庭芝生化事業  38 万 2 千円 

  ・事業目的  児童の健全な育成と地域密着の交流拠点として学校校庭の芝生化を造成す

る。小学校よりモデル校を選定して、地元住民が主体となって校庭の低コ

スト・低管理のエコ芝生化に取り組んだ。 

・実施小学校 第四小学校、三会小学校 

・活動場所  第四小学校運動場、三会小学校上の運動場  

・活動内容  四小：芝が剥がれている箇所へ苗移植作業、施肥、芝刈、水やり（適宜） 

         三会小：上の運動場へ苗移植作業、施肥、芝刈、水やり（適宜） 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 2 2 教育振興費 9,080 万 3 8,503 万 6 366～371 

【教育総務課】 

○教育振興備品購入費  47 万 6千円 

 教育振興のための機械器具を整備し、学校教育のよりよい環境づくりに努めた。 

備品購入費内訳 

品名 学校名 金額（円） 

トランポリン 二小 384,480 

スポンジマット 高野小 32,400 

シロボックス 五小 59,400 

 

○備品購入費（理科教育設備整備）  90 万円 

 科学的な知識等の習得、工夫創造の能力を養うため、理科教育の機械器具を整備した。 

購入備品：顕微鏡、標本、実験用具等 

 

【学校教育課】 

○野外宿泊学習事業（小学校）  51 万 8 千円 

  自然に親しませ、豊かな社会性と心身の訓練を培うため実施した。 

集団行動を通して友情を深め、寝食を共にすることで、規律・協力・連帯等の望ましい   

在り方を学ばせる好機となった。 

・実施小学校 全９校 

・活動場所  長崎県立千々石少年自然の家 一小、三小 

国立諫早少年自然の家 二小、四小、五小、三会小、大三東小、高野小、湯江小 

・日  程  １泊２日 一小、三小、三会小、大三東小、高野小、湯江小 

         ２泊３日 二小、四小、五小 

・活動内容  ナイトハイキング、オリエンテーリング、野外炊飯、焼き板づくり、 

課題解決ラリー、沢歩き、フィールドアスレチック、追跡ハイキング、 

星空ウォッチング等 

 

○学校司書配置事業（小学校）  586 万 7 千円 

  学校図書館の環境整備の充実や、児童の読書活動の推進を図るために全小学校に学校司書

を配置した。その結果、貸し出し冊数、レファレンス（図書・資料の紹介・提供）数が増え

る等、図書館教育の充実を図ることができた。 

 ・各小学校に学校司書を１人配置（計９人） 

 ・１日６時間の週３日配置 

 貸し出し冊数(1 人平均)推移  (Ｈ２５) →(Ｈ２６) →(Ｈ２７) 

                130.1    160.7   160.7 
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○学習支援員事業  610 万 6 千円 

  小学校においては、普通学級に在籍している児童のうち、教育上特別な支援を必要とする 

障害のある児童に対して、学校生活上の介助や学習活動上の支援を行った。その結果、発達  

障害を含む障害のある児童の一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うことができた。 

 ・小学校８校に支援員を１人、小学校１校に２人配置（計１０人） 

 ・１日５時間の週５日配置 

 

○幼児ことばの教室設置事業  82 万 2千円 

言葉に障害のある幼児の心身の健やかな成長をめざすため、指導及び相談を行い、障害の 

改善及び克服を行った。 

・第二小学校に支援員を１人配置 

 ・概ね週４日かつ半日を基本とし相談業務及び学校の実態に応じた業務を行った。 

 

○指定研究校補助金  92 万円 

  毎年、小学校の４～５校程度を研究校に指定している。指定を受けた学校は、自校の課題 

や実情に応じた研究テーマを設定し、最終年度に研究成果を発表している。 

・１つのテーマに沿って学校単位で３年間研究に取り組むことをとおして教師の指導力や  

授業力の向上を図ることができた。 

・学校訪問や研究授業における指導助言等と相まって、成果を上げることができた。 

 

 平成２７年度小学校研究指定校（４校） 

学校名 研究テーマ 備考 

第一小学校 
「思考力･表現力を育てる算数科指導法の創造」

    （算数科） 

２５～２７年度 

３年目 

第二小学校 
「文章を正しく読み取り、自分の思いを分かりや

すく伝える子どもの育成」    （国語科） 

２７～２９年度 

１年目 

第四小学校 
「自ら考え、学び合い、高め合う子どもの育成」 

（算数科） 

２６～２８年度 

２年目 

湯江小学校 
「自ら学び、できる喜びを持てる子どもの育成」

（国語科） 

２６～２８年度 

２年目 

 

【教育総務課】 

○就学援助費  2,051 万 3 千円 

 経済的理由により就学困難な児童の保護者に対して、学用品費等の援助を行った。 

・学用品費     ３１３件   ４９６万円  

・社会科見学活動費  ５０件    １１万９千円  

・校外活動費     ４７件    １３万１千円  

・修学旅行費     ６３件   １１４万１千円  
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・医療費      １８７件   １０６万１千円 

・学校給食費    ３２２件 １，３１０万１千円 

 

準要保護状況              （小中学校合計額） 

 
２７年度 ２６年度 

 
品目 金額（千円） 

一人当たり

（円/年） 

認定者数 

小学校 310 人 300 人 学用品費 11,150 21,400 

中学校 208 人 257 人 社会科見学活動費 119 2,369 

計 518 人 557 人 校外活動費 258 2,458 

認定率 

小学校 13.25％ 12.76％ 修学旅行費 5,064 34,681 

中学校 16.15％ 18.21％ 医療費 1,437 5,772 

計 14.28％ 14.81％ 学校給食費 23,077 43,055 

※年度末時点の数値 計 41,105 ― 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 2 3 学校整備費 5 億 6,581 万 9 5 億 1,703 万 0 370～375 

【教育総務課】 

 ○工事請負費  8,817 万 5 千円 

緊急度を考え計画的に小学校施設の整備充実に努めた。 

 

   工事請負費内容 

学校名 工事名称 金額（円） 

第一小学校 第２校舎普通教室ベランダ側入口サッ

シ取替工事 

1,134,000 

第２校舎教室手洗い場改修工事 421,200 

第二小学校 職員室防災アンプ取替工事 1,134,000 

第三小学校 家庭科室調理実習台改修工事 993,600 

プール横フェンス改修工事 842,400 

音楽室床改修工事 2,174,040 

プール薬剤注入器・濾過機取替工事 4,503,600 

第五小学校 屋上防水改修工事 7,074,000 

２棟階段室壁・床改修工事 1,888,920 

受変電設備改修工事 14,374,800 

三会小学校 旧校舎トイレ改修工事 10,559,160 

大三東小学校 放送設備改修工事 1,184,760 

新校舎トイレ改修工事 499,500 

プール改修工事 20,874,240 

高野小学校 受変電設備改修工事 3,936,600 

登り棒取替工事 637,200 

ジャングルジム取替工事 721,440 

湯江小学校 体育館北側・西側フェンス改修工事 2,786,400 

校長室内装改修工事 2,106,000 

普通教室背面棚改修工事 1,177,200 

旧校舎３階屋上防水改修工事 9,151,920 
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＜三会小学校 旧校舎トイレ改修工事＞ 

 

  

（着工前）男女共用 

 

       （完成）男女分離 

 

 

＜大三東小学校 プール改修工事＞ 

 

  

（着工前） 

 

         （完成） 
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○体育館非構造部材落下防止改修工事  4 億 1,457 万 4千円 

小学校の校舎・体育館などの建物の耐震化については、平成２４年度で建物躯体の耐震補強工事が

完了している。体育館天井部材の落下防止対策等をはじめとした非構造部材の耐震化は、平成２７年

度は、５校分（第一小、第二小、第三小、第四小、高野小）の工事を実施し、全ての体育館の非構造

部材の耐震化は完了した。（平成２５～２７年度の３カ年計画） 

 

非構造部材落下防止工事実施小学校及び請負額 

学校名 金額（円） 

第一小学校 105,916,680 

第二小学校 108,920,160 

第三小学校 103,322,520 

第四小学校 19,818,000 

高野小学校 76,596,840 

 

＜高野小学校 体育館＞ 

  

（天井ネット設置工事） 

 

       （外壁工事） 

 

 

小中学校の耐震化等の状況（平成２８年４月１日現在） 

区  分 小学校 中学校 計 県内 全国 

耐震診断実施率 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 99.1％ 

耐震化率 
２６年度 100.0％ 100.0％ 100.0％ 94.3％ 95.6％ 

２７年度 100.0％ 100.0％ 100.0％ 96.8％ 98.1％ 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 3 1 学校管理費 8,652 万 7 7,993 万 7 374～379 

【教育総務課】 

 

○各種施設管理委託料  915 万 3 千円 

校舎監視業務委託をはじめ、各種法定管理委託業務等により、施設の維持管理と安全に   

努めた。 

 

○学校管理備品購入費  206 万円 

 学校家具類、行事用備品ほか器具整備に努め、学校教育のよりよい環境づくりに努めた。 

 

備品購入費内訳 

品名 学校名 金額（円） 

学校家具類 一中・三中・三会中・有明中 789,480 

行事用備品 三中・有明中 716,040 

黒板拭きクリーナー 二中 61,020 

デジタル印刷機 二中 32,400 

シューズボックス等 一中、三中 154,440 

その他 － 306,504 

 

○育友会補助金  112 万 8 千円 

 各中学校育友会、ＰＴＡに対し補助金を交付した。 

２０，５００円×１１月×５校＝１，１２７，５００円 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 3 2 教育振興費 5,900 万 6 5,362 万 5 378～383 

【教育総務課】 

○教育振興備品購入費  299 万 8 千円 

  教育振興のための機械器具を整備し、学校教育のよりよい環境づくりに努めた。 

備品購入費内訳 

品名 学校名 金額（円） 

楽器 一中・二中・三会中 898,560 

体育用品 三中 2,099,520 

 

○備品購入費（理科教育設備整備）  59 万 4千円 

 科学的な知識等の習得、工夫創造の能力を養うため、理科教育の機械器具を整備した。 

購入備品：顕微鏡、実験用具 

 

【学校教育課】 

○野外宿泊学習事業  167 万 5千円 

  自然に親しませ、豊かな社会性と心身の訓練を培うため実施した。 

集団行動を通して友情を深め、寝食を共にすることで、規律・協力・連帯等の望ましい   

在り方を学ばせる好機となった。 

・実施中学校 全５校 

・活動場所  県立千々石少年自然の家  一中、二中、三中、三会中、有明中  

・日  程  １泊２日 

  ・活動内容  星空ウォッチング、キャンプファイヤー、野外炊飯 等 

 

○学校司書配置事業（中学校）  325 万 4 千円 

  学校図書館の環境整備の充実や、生徒の読書活動の推進を図るために全中学校に学校司書

を配置した。その結果、貸し出し冊数や入室者数、レファレンス（図書・資料の紹介・提供）

数が増える等、図書館教育の充実を図ることができた。 

・各中学校に学校司書を１人配置（計５人） 

 ・１日６時間の週３日配置 

 貸し出し冊数(1 人平均)推移  (Ｈ２５) →(Ｈ２６) →(Ｈ２７) 

                 13.1     16.4     20.1        

○学習支援員事業  298 万 2 千円 

  中学校において、普通学級に在籍している生徒のうち、教育上特別な支援を必要とする  

障害のある生徒に対して、学校生活上の介助や学習活動上の支援を行った。その結果、発達

障害を含む障害のある生徒の一人一人の教育的ニーズに応じた支援を行うことができた。 

 ・各中学校に支援員を１人配置（計５人） 

 ・１日５時間の週５日配置 
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○中高教育交流事業  7 万 8 千円 

  「生命
い の ち

」の教育の施策の一つとして、三会中学校と島原農業高校との交流事業を実施した。

羊の受精・誕生、飼育、と殺・試食までを年間８回の授業を実施し、年間を通じて貴重な   

体験活動が展開され、本市教育の基盤である『生命・きずな・感謝の心』の具現化を図る   

ことができた。 

連携校   島原市立三会中学校  県立島原農業高等学校 

 

対象学年・生徒数  １年生 ３９人 

期 日 授業内容 場 所 

５月２６日（火） 学習のねらいと計画、当番の活動説明 三会中学校 

６月 ２日（火） 羊搬入・小屋作り 三会中学校 

 ６月 ９日（火） 羊についての学習会 三会中学校 

 ７月 ２日（木） 飼育質問会 三会中学校 

 ９月１５日（火） 羊とのお別れ式 三会中学校 

１０月３０日（金） 三會中発表会 三会中学校 

１月２７日（水） １年１組 調理実習試食 三会中学校 

１月２９日（金） １年２組 調理実習試食 三会中学校 

 

○心の教室相談事業  310 万 2千円 

学校において、生徒が悩み等を気軽に話せ、ストレスを和らげることのできる第三者的な 

存在である「心の相談員」を生徒の身近に配置し、生徒や保護者の悩みを聞くなどの相談  

活動を実施し、生徒がゆとりを持てるような環境を提供した。 

（相談員の職務） 

・生徒の悩み相談や話し相手、家庭訪問等を実施し、学校における教育相談を行う。 

・地域における情報収集、地域と学校の連携及び支援を行う。 

・その他、学校教育活動の支援を行う。 

 

（心の教室相談員 配置数） 

区    分 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

配 置 数 各中学校に１人 各中学校に１人 各中学校に１人 

 

（相談者の数） 

 １年 ２年 ３年 合計 

男子 57 203 143 403 

女子 206 218 589 1,013 

計 263 421 732 1,416 
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（心の教室相談員等連絡協議会開催回数） 

区    分 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

開 催 回 数 ３ ３ １ 

 

○指定研究校補助金  69 万円 

毎年、中学校の２～３校程度を研究校に指定している。指定を受けた学校は、自校の実情 

に応じた研究テーマを設定し、最終年度に研究成果を発表している。 

・１つのテーマに沿って３年間学校単位で研究に取り組むことで教師の指導力や授業力の 

向上を図ることができた。 

・学校訪問や研究授業における指導助言等と相まって成果を上げることができた。 

  平成２７年度中学校研究指定校（３校） 

学校名 研究テーマ 備考 

第二中学校 
「将来へ向けての志を持ち、自立できる生

徒の育成を目指して」 （キャリア教育） 

２５～２７年度 

３年目 

三会中学校 
「夢・志を抱き、巣立つ生徒の育成」 

（キャリア教育） 

２６～２７年度 

２年目 

有明中学校 
「確かな学力」の育成を図る学習指導の

在り方       （学力向上）  

２７～２９年度 

１年目 

 

【教育総務課】 

○就学援助費  2,059 万 1 千円 

  経済的理由により就学困難な生徒の保護者に対して、学用品費等の援助を行った。 

 ・学用品費     ２０８件   ６１９万円  

 ・校外活動費     ５８件    １２万７千円  

 ・修学旅行費     ８３件   ３９２万３千円  

・医療費       ６２件    ３７万６千円 

 ・学校給食費    ２１４件   ９９７万６千円 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 3 3 学校整備費 2 億 7,013 万 4 2 億 4,721 万 5 382～385 

【教育総務課】 

 ○工事請負費  3,320 万 1 千円 

緊急度を考慮し計画的に中学校施設の整備充実に努めた。 

  

工事請負費内容 

学校名 工事名称 金額（円） 

第一中学校 教室棟３階廊下側木製窓改修工事 1,922,400 

放送設備改修工事 3,132,000 

１階和室内装改修工事 499,500 

本館２階屋上防水改修工事 3,780,000 

第二中学校 校舎前通路外灯設置工事 480,600 

３棟屋上防水工事 7,981,200 

第三中学校 教室棟屋上防水工事 8,244,720 

三会中学校 教室棟２屋上防水工事 4,082,400 

中学校横公民館解体工事 1,317,600 

有明中学校 教室棟防水改修工事 1,760,400 

 

＜第二中学校 ３棟屋上防水工事＞ 

 

（着工前） 

 

         （完成） 
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○体育館非構造部材落下防止改修工事  2 億 853 万 3 千円 

中学校の校舎・体育館などの建物の耐震化については、平成２４年度で建物躯体の耐震補

強工事が完了している。体育館天井部材の落下防止対策等をはじめとした非構造部材の耐震

化は、平成２７年度は、２校分（第一中、有明中）の工事を実施し、全ての体育館の非構造

部材の耐震化は完了した。（平成２５～２７年度の３カ年計画） 

 

非構造部材落下防止工事実施中学校及び請負額 

学校名 金額（円） 

第一中学校 84,763,800 

有明中学校 123,769,080 

 

＜第一中学校 体育館＞ 

  

（外壁工事） 

 

         （内壁工事） 

 

 

小中学校の耐震化等の状況（平成２８年４月１日現在） 

区  分 小学校 中学校 計 県内 全国 

耐震診断実施率 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 99.1％ 

耐震化率 
２６年度 100.0％ 100.0％ 100.0％ 94.3％ 95.6％ 

２７年度 100.0％ 100.0％ 100.0％ 96.8％ 98.1％ 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 4 1 社会教育総務費 1 億 53 万 7 7,961 万 5 384～397 

【社会教育課】 

○緊急雇用創出事業 郷土史研究支援業務委託料  1,676 万 3千円 

市民の郷土史研究を支援する業務に従事する中で、新規雇用者に情報の収集・整理・加工・

発信技術及び文化財の調査・保存並びに郷土史の知識を身に着けさせ、情報処理や文化財業

務、教育施設、観光分野で活躍できる人材を育てる。文化財関連業務を行う業者に委託し、

7人の作業員を雇用し事業を行った。（平成 26年度から継続事業） 

 

○全国子守唄フェスタ経費  30 万 8 千円 

 子守唄を持つ全国７市村の首長の会議と保存団体による発表会へ参加した。 

平成２７年度開催地：静岡県沼津市 

 

○市民文化講座経費   3 万 4 千円 

第 208 回市民文化講座「勝海舟の家系に生まれて」 参加者数 １１０人 

第 209 回市民文化講座「松平家と「長崎御用」」 参加者数  ６１人 

                          

○梅林俳句会経費  1 万 9 千円 

参加者数 ５３人 

 

○市美術展経費  44 万 9 千円 

出品者数   ２２８人 

出品点数   ３７５点 

入場者数   ８３９人 

 

○自主事業運営経費  885 万 4千円 

 芸術性の高い優れた舞台芸術や人気アーティスト等に接する機会を設けるため、公演事業を

実施し、市民の文化の向上に努めた。また、子どもたちに文化体験の機会を設けるため、通年

で「肥前島原子ども狂言」を開催した。 

・島原文化会館  大ホール１，２０２席 

公演名 入場者数 

2015 長崎新聞クリスマス子ども大会   ８５５人 

ビギン コンサート １，２０２人 

・有明文化会館  大ホール７００席 

公演名 入場者数 

和魂楽匠コンサート ３６７人 

デュオ ブランシュ コンサート １６５人 

熱海殺人事件 ２７８人 

＜市美術展＞
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・肥前島原子ども狂言 

期  間 参加者数 

５月から１０月まで（計１２回） ３９人 

            

 

 

 

   

 

 

○市民音楽祭経費  125 万 7 千円  

部 門 入場者数 

洋楽の部   ８３５人 

小中学生の部 ２，６７２人 

邦楽の部   ３５８人 

 

○社会教育指導研修経費  1,196 万 8千円 

社会教育を推進するため、社会教育委員会議の開催、各種研修会への参加、社会教育関係

団体の育成等を行った。 

 

○文化財経費  1,559 万 1 千円 

 指定文化財の保護と活用、新規の文化財登録、国指定史跡「旧島原藩薬園跡」の管理、松

平文庫の公開・修復・マイクロフィルム化等を行った。 

・文化財数 国指定５ 国登録３１ 県指定１１ 市指定７８ 

・松平文庫 来庫者数 ２９５人 

マイクロ撮影数 ２２１冊(１４，１１６コマ) 

・薬草園   入場者 １，５５９人 

 

○旧島原藩薬園跡整備事業費  58 万 2千円 

薬草と薬木の説明板を一新して写真付きで名称や 

効能などを紹介し、一年を通してどのようなものが 

植栽されているか確認できるようにした。 

来園者がゆとりをもって歩けるように園内の通路 

を拡幅するとともに、必要に応じ薬草や薬木の植え 

替え整備を行った。 

 

 

 

＜薬園跡に設置した説明版＞ 
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○埋蔵文化財範囲確認調査事業経費  48 万 5千円 

開発行為対応のための埋蔵文化財発掘調査等の事業を行った。 

 ・埋蔵文化財発掘調査 ４遺跡 

  

○島原城石垣調査報告書作成事業経費  405 万 7 千円 

  森岳城跡（島原城）の石垣について現況を調査し台帳を作成。崩落の恐れがある石垣を事

前に把握し補修の参考にするとともに、国・県史跡指定にあたっての基礎資料とする。 

  平成２４年度から２６年度までの調査結果をもとに調査報告書を作成した。 

 

○島原藩主深溝松平家墓所調査事業経費 470 万 1 千円 

  松平家墓所の平面測量図を作成した。 

 

○公民館学級運営費    473 万 7千円 

 市民の需要に応じた各種講座・学級を開設した。 

・三会公民館学級運営費    79 万 1 千円 

・杉谷公民館学級運営費   59 万 4 千円 

・森岳公民館学級運営費   67 万 3 千円 

・霊丘公民館学級運営費   72 万 4 千円 

・白山公民館学級運営費   67 万 4 千円 

・安中公民館学級運営費   46 万 9 千円 

・有明公民館学級運営費     81 万 2 千円 

 

・２７年度学級実績 

学級名 学級数 実施回数 参加人員（延べ） 

青年教室 １学級  ５回 ４０人 

女性学級  １０学級 ８７回  １，８４０人 

家庭教育学級 ７学級  ５５回 １０，０７８人 

高齢者学級 ７学級 ６２回  ２，２０９人 

 

○放課後子ども教室推進事業経費  217 万 6千円 

 ・第一小学校において、「稽古館」を開設し、古典学習等を行った。 

毎週火曜日 延べ参加人員３３４人 

 ・武家屋敷・山本邸において、小２以下を対象とした「寺子屋・武家屋敷」を開設し、      

論語の素読や暗誦などを行った。 

  毎週月曜日 延べ参加人員１７４人 

 ・夏休み中に公民館において、「スクールキッズ」を開設し、自学の習慣と学力向上を図った。 

    ７月２７日～８月７日（各４日間）森岳・三会・有明・白山公民館 

 延べ参加人員２５６人 

 ・市内９小学校と１中学校において、「放課後子ども学習室」を開設し、自学の習慣と学力向 
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上を図った。 

    ４月２４日～３月２３日（長期休暇中を除く） 

 延べ実施日数１，３１４日 延べ参加人員１７，６９０人 

 

○通学合宿支援事業経費  14 万 8 千円 

 子どもたちがたくましく生きる力を育むため、小学校区単位で３年生から６年生までを対

象として、３泊４日の通学合宿を公民館等で実施した。 

・実施回数    ７回 

・参加者数  １２０人  

 

○地域・家庭教育力活性化推進事業費  12 万 4 千円 

「子育てひろば」において真珠まりこ氏の講演会を実施した。また、地区ごとに「家庭教 

育学級」と中学校区ごとに「思春期子育て講座」を実施した。 

・子育てひろば      開催数  １回 参加者   ２７０人（７地区合同開催） 

・健康教育講座      開催数 １６回 参加者 １，２２６人 

（回数及び人数は、女性学級、家庭教育学級、高齢者学級の再掲） 

・思春期子育て講座    開催数  ４回 参加者   ４９６人 

    （回数及び人数は、家庭教育学級の再掲） 

 

○成人式経費  108 万円 

  新成人の門出を祝い、成人式を開催した。 

    ・開催日 １月３日 

  ・出席者 ４１４人   

 

○少年センター運営経費  526 万 2 千円 

  少年犯罪・非行等の未然防止のために、 

補導活動、相談活動、環境浄化活動を実施 

した。 

  ※平成２７年度実績 

   ・補導件数     ４１件 

   ・相談件数     ２２件 

   ・白ポスト回収  １８４点 

 

＜島原市少年センター補導委員会＞    
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 4 2 公民館費 2 億 331 万 8 1 億 7159 万 1 396～413 

【社会教育課】 

○公民館運営費  5,232 万 5 千円 

 公民館の施設・設備等の保守・管理を行い、利用しやすい環境づくりを行った。 

平成２７年度公民館利用状況（平成２７年４月～平成２８年３月） 

主な施設整備 

・安中公民館カーペット・じゅうたん張替工事 220 万 1千円 

・森岳公民館１階トイレ洋式化修繕 50 万 7 千円 

 

○安中公民館太陽光発電設備等整備工事  2,248 万 5 千円 

 避難所や防災拠点としての機能を維持・強化させるため、国の補助事業を活用して太陽光 

発電設備を整備した。 

設計 102 万 5千円、施工監理  52 万円、工事費 2,094 万円 

   

○霊丘公民館エレベーター設置工事  3,800 万 8 千円 

 霊丘公民館は市内７公民館のうち、唯一３階建てであり、 

高齢者の利用も多い。これまでも地区住民からエレベーター 

の設置要望もあっていたため、１１人乗りのエレベーターを 

設置し、利便性の向上を図った。 

 

 

公民館事業 各種団体 趣味・サークル 官公署他 合計 

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 

有明 96 8,919 409 8,646 1,615 10,690 129 3,750 2,249 32,005 

三会 67 1,233 217 9,310 410 3,528 160 6,704 854 20,775 

杉谷 83 2,097 337 6,612 728 8,747 299 11,189 1,447 28,645 

森岳 140 6,168 690 11,186 1,286 11,620 642 16,074 2,758 45,048 

霊丘 65 2,791 391 6,613 1,197 13,396 299 7,548 1,952 30,348 

白山 91 2,403 223 6,635 1,373 16,750 162 8,276 1,849 34,064 

安中  148 3,239 200 7,583 528 5,113 161 6,751 1,037 22,686 

計 690 26,850 2,467 56,585 7,137 69,844 1,852 60,292 12,146 213,571 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 4 3 図書館運営費 7966 万 1 7150 万 6 412～415 

【社会教育課】 

○図書館運営経費  7,150 万 6千円 

  島原図書館、有明図書館は、指定管理者として一般財団法人 島原市教育文化振興事業団へ 

管理運営を委託している。 

 

○図書館指定管理料 5,935 万 6 千円（図書館運営経費の再掲） 

・島原図書館 

   開館日数     ２９０日     登録者数  ４９，７１４人  

利用者数  ３５，６７３人     貸出冊数 １５９，４７５冊   

蔵書数  １１７，９９４冊     視聴覚資料  ４，６２１点  

   自主事業 

おはなしひろば、おはなしのじかん、おはなしのじかん０．１．２、郷土史を学ぼう会、

映画会、七夕まつり、夏休み工作教室、夏休み科学教室、図書館まつり、クリスマスおは

なし会、かるた大会、手作り講座（布の絵本づくり、こけ玉作り、クリスマスリース作り、

かるた会等）、読書感想画展のほか、開館３０周年記念として絵本作家・真珠まりこ講演

会や図書館バックの配付を実施した。 

 

 ・有明図書館 

開館日数     ２８７日     登録者数  ４９，７１４人 

利用者数  １５，２２６人     貸出冊数  ７７，６７９冊  

蔵書数   ７５，５９６冊     視聴覚資料  １，２５１点 

   自主事業  

ちいさなおはなし会、おはなしのじかん、こんねクイズ、夏休み工作教室、夏休み映画会、   

図書館まつり、子ども向け講座「えいごであそぼう」、大人向け講座「消しゴムはんこ作

り」を実施した。 

 

 

 

 

＜夏休み工作教室＞ ＜クリスマスおはなし会＞ 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 4 4 文化会館運営費 8,837 万 4 8,216 万 3 414～415 

【社会教育課】 

○文化会館運営経費  8,216 万 3 千円 

島原文化会館、島原市有明文化会館は、指定管理者として、一般財団法人 島原市教育文化

振興事業団へ管理運営を委託した。 

施設の整備については、島原文化会館においては、高圧受電設備の改修等を行ったほか、給

湯設備の設置を行った。また、有明文化会館においては、冷温水機のオイル交換、消防設備不

良カ所の補修、ＬＥＤ照明への変更等を行った。 

  

○島原文化会館 指定管理料  3,497 万 2 千円（文化会館運営経費の再掲） 

開館日数 ３１２日 

利用人数 ８４，４５３人 

利用回数 ９５８回 

自主事業 「避難訓練コンサート」の開催 

  

○有明文化会館 指定管理料  3,239 万 6 千円（文化会館運営経費の再掲） 

開館日数 ３１０日 

利用人数 ５７，２６９人 

利用回数 １，６５０回 

自主事業 ・大ホール舞台裏等の見学と体験を行う「バックヤードツアー」の開催 

・有料及び無料の映画会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜有明文化会館バックヤードツアー＞ ＜島原文化会館高圧受電設備＞ 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 5 1 保健体育総務費 5,436 万 2 5,436 万 2 414～419 

【学校教育課】 

○学校体育の質的向上と部活動の充実費  255 万 8 千円 

  本市児童・生徒の体力向上と国民体育大会（長崎がんばらんば国体）に向け、競技力向上  

(特にジュニア層) を図るため、教員の質向上と優秀指導者の確保および体育環境の充実を 

図った。 

・部活動消耗器材費    ６８１千円 

 ・部活動運営費補助金 １，８７７千円 

 

○児童・生徒及び教職員の各種健康診断の実施  574 万 5 千円 

  島原市立小･中学校における児童生徒及び職員の健康の保持増進を図るため、学校保健  

安全法に則り、児童生徒及び教職員の各種健康診断を実施した。 

 ・児童・生徒検診（結核、心臓、蟯虫、尿、小児成人病予防） ２，９７７千円 

 ・教職員検診（胃、結核、血液、心電図、聴力、腎臓、尿）   ２，７６８千円 

 

【スポーツ課】 

○有馬スポーツ賞  52 万 6 千円（団体 9、個人 19、副賞 91） 

・有馬スポーツ賞授賞状況 

小 学 校 中 学 校 合   計 

個 人 団 体 個 人 団 体 個 人 団 体 

 ６人 ４団体 １３人 ５団体 １９人 ９団体 

 

 

 
〈受賞の様子〉 

 

 

 



 

177 

款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 5 2 スポーツ振興費 2 億 3,413 万 8 2 億 1,394 万 0 418～427 

【スポーツ課】 

○九州学生駅伝大会  1,810 万 3 千円 

駅伝大会を島原市で開催することにより、この大会を冬の一大イベントとして定着させ、駅

伝を通しての交流都市を目指し、平成新山を冠とする大会として島原半島ジオパークはもとよ

り島原を広く県内外にアピールした。 

 

経済効果 

宿泊及び飲食関係等の直接効果 約３，１４０万円 

宿泊及び飲食関係等の生産誘発による波及効果 約２，１２８万円 

 

 

○「夢の教室」公演事業  220 万 9 千円 

 スポーツ選手とそのＯＢ・ＯＧが、夢を持つことの素晴らしさや夢に向かって努力すること

の大切さなどを子どもたちと語り合う「夢の教室」を開催することで、子どもの情操教育の充

実を図った。 

 

<開催実績> 

 開催校：９校  学級数：１１学級  「夢の先生」：５人 
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○島原市民体育祭  293 万 2 千円 

広く市民各層の体育・スポーツの普及振興と競技力の向上を図り、あわせて市民相互の親睦

融和を深め、明るく健全な郷土島原の発展に寄与するため島原市民体育祭を開催した。 

 

出場者数 

市民体育祭大運動会出場者 平成２７年１０月１１日 １，９２５人 

市民体育祭各種競技会（22 競技） 
平成２７年１０月 ４日 

※一部競技は別日程 
１，８３３人 

 

 

 

○その他スポーツ大会や教室を開催 

開催状況 

区 分 期 日 対 象 参 加 者 

市 民 親 睦 サ ッ カ ー 大 会 ４月１２日 一 般 ２９９人 

市民親睦ソフトバレー大会  ７月２６日 一 般 ２００人 

少 年 軟 式 野 球 大 会  １０月１２日 中 学 生 ６０人 

少 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 １２月１２日 小 学 生 ２２０人 

市 民 親 睦 テ ニ ス 大 会 １２月１３日 一 般 ・ 高 校 生 ９０人 

市民親睦バドミントン大会  ２月２１日 一 般 ８４人 

市 民 親 睦 卓 球 大 会 ２月２８日 一 般 １８１人 

市民親睦ソフトボール大会  ３月１３日 一 般 １３３人 

バ ド ミ ン ト ン 教 室 １１月 一 般 ２３人 

実年・高齢者ソフトテニス教室 ７月 一 般 １８人 

 

 

 

 



 

179 

○ジュニアスポーツ振興事業  169 万 7 千円 

日本体育大学との「体育・スポーツ振興に関する協定」に伴う事業の一環として、小・中

学生を日本体育大学に派遣し、トップレベルの指導者や選手から講義や実技指導を受けるこ

とにより、児童生徒の意識の高揚を図り、さらなるスポーツの振興や競技力の向上を図った。 

  また、青少年期における望ましい指導を、指導者を対象に日本体育大学から講師を招き講

習会を行い、指導者の資質向上を図った。 

 

〈開催実績〉 

 ・小・中学生派遣事業 

研修期間 平成２７年８月２５日（火）～８月２８日（金） 

       （台風の影響により８月２６日（水）～８月２８日（金）に短縮） 

 研修場所 学校法人日本体育大学、味の素ナショナルトレーニングセンター 

 参加人数 ２５人 

  

・スポーツ指導者研修会 

 開催期日 平成２８年２月２８日（日） 

 対 象 者 スポーツ少年団指導者、中学・高校運動部活動指導者及び外部指導者、スポーツ 

推進委員 

 参加人数 １３６人 

 研修内容 講演「少年期における競技力向上と望ましい指導法」 

 

    

      小・中学生派遣事業            指導者研修会 
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○体育施設指定管理料  1 億 2,577 万 7 千円 

多様化する民間ニーズに、より効果的かつ効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の

能力を活用しつつ、積極的に利用を促進し、健康増進及びスポーツの振興を図った。 

 

指定管理料 

 委託料 委託先 

島原復興アリーナほか施設指定管理料 ４，１３４万５千円 (一財)島原市教育文化振興事業団 

体育館ほか施設指定管理料 ４，２３０万０千円 (一財)島原市教育文化振興事業団 

陸上競技場ほか施設指定管理料 １，２１６万６千円 (一財)島原市教育文化振興事業団 

有明プール指定管理料 １，６９８万０千円 (株)しまばらウェルネッサンス 

平成町人工芝ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ指定管理料 １，２９８万６千円 (一社)長崎県サッカー協会 

*（一財）：一般財団法人，（一社）：一般社団法人 

 

○体育施設整備費  888 万 4 千円 

各体育施設の補修工事や整備を行い、利用者が安心・安全・快適に使用できるよう環境整備

に努めた。 

各施設の主な工事状況  

工事名 金額 

市営球場芝張替工事 ８８８万４千円 

 ※平成２７年度～２８年度事業      総事業費：２，２２１万１千円 

（繰越明許費：１，６１１万６千円） 

 

 

 

 

 

 

 

【市営球場芝張替工事】       
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

10 5 3 学校給食費 1 億 8,444 万 1 1 億 8,062 万 3 426～431 

【学校教育課】 

○学校給食経費  1 億 8,062 万 3 千円 

  児童・生徒の心身の健全な発達に資し、学校給食の充実を図った。 

 

 ・学校給食業務委託料（１億１，７３８万円８千円） 

 ・学校給食配送業務委託料（１，３２８万４千円） 

  ・その他委託料（６０８万１千円） 

 ・消耗品費（８７０万４千円）  

 

 ・安全及び衛生管理の徹底を図った。 

項目 内容 実施回数 

学校給食施設・設備の点検 学校薬剤師と連携し、給食 

施設及び設備の点検 

年３回（各学期毎） 

学校給食施設消毒施工 ねずみ及び衛生害虫の侵入 

及び発生の防止 

年３回 

学校給食用食材の定期点検 食材の点検及び殺菌検査 年２回（６納入業者） 

学校給食従事者の健康管理 細菌等についての検便実施 毎月２回 

  

・学校給食の充実を図るため、研修会等を行った。 

研修会等名 内容 対象 

学校給食献立案作成会（毎月） 献立原案について協議 栄養教諭、学校栄養職員 

学校給食研究会（隔月） 食育の取組状況、献立の兼用、  

学校給食実施上の諸問題 

給食会長、栄養教諭・学校

栄養職員、給食主任 

 

・完全給食実施状況 

名称 
第二小 

調理場 

第三小 

調理場 
共同調理場 

第五小 

調理場 

有明学校給

食センター 

調理数 

二小 257 

一中 405 

 

三小 303 

二中 265 

一小 489 

四小 230 

三会小 278  

長貫分校 14  

三会中 146  

五小 354 

三中 212 

大三東小260 

高野小  91 

湯江小 258 

有明中 393 

合計  662  568 1,157 566 1,002 

主食回数 米飯給食 週３回、パン給食 週２回 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

12 1 1 元金 19 億 1,837 万 2 19 億 1,837 万 2 432～433 

【総務課】 

○長期債元金償還金（定期償還）  19 億 1,837 万 2 千円 

 市債に係る元金の償還を行った。 

 

・定期償還 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

借 入 先 償 還 額（単位：円） 

財 務 省 理 財 局 ７２６，６８４，０５４ 

日 本 郵 政 株 式 会 社 ２２６，８５２，００６ 

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 ５１６，１３８，９９６ 

十 八 銀 行 ９２，８９９，０００ 

親 和 銀 行 ６７，７６０，０００ 

長 崎 銀 行 １６，１００，０００ 

信 金 中 央 金 庫 ７７，３２２，０００ 

た ち ば な 信 用 金 庫 ６２，６８３，０００ 

長崎県信用漁業協同組合連合会 １４，４４４，０００ 

住 友 生 命 １７，５５０，０００ 

日 本 生 命 ８，３４１，０００ 

市 町 村 振 興 協 会 ６５，５１０，０００ 

県 自 治 振 興 資 金 ２６，０８７，５００ 

合    計 １，９１８，３７１，５５６ 
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款 項 目 目名 予算額（千円） 決算額（千円） 決算書の頁 

12 1 2 利子 2 億 3,686 万 8 2 億 623 万 2 432～435 

【総務課】 

○長期債利子償還金  2 億 596 万 5 千円 

 市債に係る利子の償還を行った。 

・定期償還 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○一時借入金利子  26 万 7 千円 

 現金が不足した際に借り入れた一時借入金の利子の償還を行った。 

 

借 入 先 償 還 額（単位：円） 

財 務 省 理 財 局 ９４，３４１，４１１ 

日 本 郵 政 株 式 会 社 １７，７９０，１５２ 

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 ６８，８２４，６７２ 

十 八 銀 行 ５，００１，１９８ 

親 和 銀 行 ５，５６２，４４５ 

長 崎 銀 行 １，６３０，６０８ 

信 金 中 央 金 庫 ４，０４９，８９７ 

た ち ば な 信 用 金 庫 ２，２９８，７２３ 

島原雲仙農業協同組合 ２，４９０，４１０ 

長崎県信用漁業協同組合連合会 ６１５，６７５ 

住 友 生 命 ２０２，７０２ 

日 本 生 命 ８８，１７２ 

市 町 村 振 興 協 会 ３，０６９，０６３ 

県 自 治 振 興 資 金 ０ 

合    計 ２０５，９６５，１２８ 

 


